
1 

 

 
 

 

昭
和
48
年
よ
り
開
催
し
て

い
る
白
バ
ラ
講
座
は
、
今
年
度

で
50
回
目
と
な
り
、
こ
の
歴

史
の
あ
る
講
座
の
第
50
回
と

い
う
記
念
す
べ
き
講
師
に
、
元

民
放
解
説
委
員
長
・
海
洋
冒
険

家 

辛
坊
治
郎
さ
ん
を
お
迎
え

し
ま
す
。 

 
辛
坊
さ
ん
は
、
読
売
テ
レ
ビ

に
入
社
し
、
朝
の
情
報
番
組
な

ど
を
担
当
、
「
朝
の
顔
」
と
し

て
親
し
ま
れ
、
長
年
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
出
版
等
を
通
じ
て
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
2021
年
に
は
ヨ
ッ
ト

で
太
平
洋
単
独
無
寄
港
往
復

横
断
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂

げ
ら
れ
ま
し
た
。 

現
在
は
、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送

「
辛
坊
治
郎
ズ
ー
ム 

そ
こ
ま

で
言
う
か
！
」
な
ど
で
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
を
つ
と
め
る
傍
ら
、

YouTube

「
辛
坊
の
旅
」
や
、
ポ

ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
な
ど
で
情
報

を
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。 

色
々
な
経
験
を
通
し
て
楽

し
い
お
話
し
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

ご 

挨 

拶 

 
 

平
素
よ
り
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
政

治
意
識
の
高
揚
に
つ
と
め
、
選

挙
に
積
極
的
に
参
加
し
代
表

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選

ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

日
ご
ろ
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
と
協
力
し
て
、
小
中
学
校
等

で
出
前
授
業
に
参
加
し
、
実
際

に
選
挙
で
使
用
す
る
記
載
台

や
投
票
箱
を
活
用
し
て
も
ら

い
選
挙
を
身
近
な
も
の
に
感

じ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
明
る
い
選
挙

の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
を
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

枚
方
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会 

会
長 

 

菊
井 

絹
代 

 

明
日
を
読
む  

～
溢
れ
る
情
報
の
海
を
乗
り
切
る
に
は
～ 

 

 辛坊
しんぼう

 治郎
じ ろ う

 さん 

な
ぜ
白
ば
ら
が
明

る
い
選
挙
の
シ
ン
ボ

ル
・
マ
ー
ク
な
の
で

し
ょ
う
か
？ 

「
白
ば
ら
」
は
、
大

正
後
半
の
普
通
選
挙

獲
得
運
動
や
、
昭
和

12

年
の
東
京
市
政

浄
化
運
動
達
成
の
シ

ン
ボ
ル
・
マ
ー
ク
と
し
て
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

選
挙
に
ち
な
む
先
人
の
祈
り

を
受
け
継
い
で
「
白
ば
ら
」
に

明
る
い
選
挙
の
願
い
を
表
し

た
も
の
で
す
。 

枚方市明るい選挙推進協議会機関紙 

 

第 48号（令和 6年 9月） 

［発行］  

枚方市明るい選挙推進協議会 

枚方市大垣内町 2丁目 2番 20号 

枚方市選挙管理委員会事務局内 

電話（072）841－1532 

FAX （072）844－3479 

［編集］ 

 機関紙白ばら発行委員会 

 

機関紙「白ばら」カラー版を 

       ご覧いただけます。 

 枚方市選挙管理委員会ホームページでは、

機関紙「白ばら」を見やすいサイズにしたり、

カラーで読むことができます。 

右記二次元コードを読み込ん
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令和6 年11月22日（金） 午後 2 時 00 分

～ 枚方市総合文化芸術センター本館（関西医大 大ホール） 

先着 780名 入場無料 

第  

回
白
バ
ラ
講
座 

50 
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令
和

6

年
４
月

24

日

(

水)

、
総
合
文
化
芸
術
セ
ン

タ
ー
別
館
誠
信
建
設
工
業
メ

セ
ナ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
枚

方
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

午
後
１
時
30
分
に
開
会
、

会
長
挨
拶
に
続
き
、
10
年
在

会
の

22

名
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
ご
来
賓
の
伏
見

市
長
、
大
森
選
挙
管
理
委
員

長
か
ら
祝
辞
を
受
け
、
本
年

度
の
議
題
審
議
に
入
り
ま
し

た
。 

 

ま
ず
、
議
長
選
出
の
後
、
第

１
号
「
令
和
５
年
度
事
業
実

施
報
告
に
つ
い
て
」。
第
２
号

「
会
長
及
び
副
会
長
の
選
任

に
つ
い
て
」
で
は
会
長
・
副
会

長
３
名
が
再
任
、
今
期
で
勇

退
の
大
西
マ
ス
ヱ
さ
ん
の
後

任
、
小
川
新
一
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
第
3
号
「
令

令
和
６
年
度 

総
会
を
開
催 

和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
」
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

 

そ
の
後
、
講
演
会
で
は
、 

「
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博

覧
会(

大
阪
・
関
西
万
博)

の
準

備
状
況
と
見
ど
こ
ろ
」
を
テ
ー

マ
に
講
師
の
公
益
社
団
法
人

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
協
会
広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
局
企
画
部
係
長
の
橋
間
望

さ
ん
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
に
、
副
会
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
午
後
３
時
30
分
に

閉
会
し
ま
し
た
。 

10

年
在
会
の 

感
謝
状
贈
呈
者 

枚
二
校
区 

枚
二
校
区 

枚
二
校
区 

枚
二
校
区 

枚
二
校
区 

蹉
跎
校
区 

香
陽
校
区 

東
香
里
校
区 

香
里
校
区 

中
宮
校
区 

山
田
校
区 

招
提
校
区 

平
野
校
区 

殿
二
校
区 

樟
葉
南
校
区 

樟
葉
西
校
区 

樟
葉
北
校
区 

菅
原
校
区 

藤
阪
校
区 

長
尾
校
区 

津
田
南
校
区 

津
田
南
校
区 

森 

亜
輝
雄 

西
村 

照
代 

大
矢 

美
和
子 

倉
本 

千
惠
子 

松
下 

房
子 

矢
野 

早
苗 

三
保
木 

玲
子 

乾 

稔
宗 

中
島 

そ
の
子 

銅
々 

や
す
子 

菊
谷 

壽
美
子 

尾
淵 

貴
子 

大
迫 

美
和
子 

西
澤 

一
夫 

金
井 

美
佐 

西
川 
照
子 

鵜
飼 
善
雄 

渡
辺 

美
香 

三
田 

雅
三 

川
本 

惠
美
子 

那
須 

敏
子 

小
篠 

由
佳 

10年在会の感謝状贈呈 

代表受賞者 

枚二校区 森 亜輝雄 氏 

公益社団法人２０２５年 

日本国際博覧会協会 

橋間 望 氏 

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員

会
等
が
主
催
す
る
、
令
和
５
年

度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
枚
方
市
で

は
、
小
学
生
の
部
109
点
、
中
学

生
の
部
342
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。 

枚
方
市
が
選
ん
だ
入
選
作

品
22
点
の
中
か
ら
、
６
点
（
小

学
生
２
点
、
中
学
生
４
点
）
が

大
阪
府
の
２
次
審
査
に
入
選

し
ま
し
た
。 

ポ
ス
タ
ー 

コ
ン
ク
ー
ル 

枚方市が選んだ入選作品展 

（枚方市役所別館 玄関ホール） 

枚
方
市
の
入
選
作
品
は
、
１

月
中
旬
に
市
役
所
別
館
玄
関

ホ
ー
ル
で
展
示
し
、
枚
方
市
選

挙
管
理
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
作
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

設
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

枚方第二小学校 

５年生 

辻井 穂果さん 

枚方中学校 

３年生 

渕上 茉祐さん 

枚方中学校 

３年生 

仁科 凛桜さん 

枚方中学校 

１年生 

杉田 七海さん 

枚方第二小学校 

５年生 

髙宮 優宇さん 

枚方中学校 

３年生 

坂口 結華さん 

大阪府２次審査 入選作品 【 】 
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５
月
20
日
、
蹉
跎
小
学
校

に
て
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
職
員
に
よ
る
出
前
授
業
が

６
年
生
２
ク
ラ
ス
66
名
を
対

象
に
実
施
さ
れ
、
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
か
ら
は
３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
「
私
た
ち
の

暮
ら
し
と
選
挙
」
の
説
明
後
、

「
枚
方
市
長
に
な
っ
た
ら
」
を

テ
ー
マ
に
、
各
ク
ラ
ス
９
班
に

分
か
れ
て
公
約
を
発
表
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自

分
が
い
い
と
思
っ
た
公
約
の

班
の
番
号
を
、
模
擬
投
票
用
紙

に
記
載
し
、
実
際
の
投
票
箱
を

使
っ
て
投
票
を
体
験
、
そ
の

後
、
開
票
、
結
果
発
表
を
し
ま

 

７
月
17
日
、
津
田
南
小
学

校
に
て
６
年
生
４
ク
ラ
ス
117

名
を
対
象
に
、
出
前
授
業
を
実

施
し
ま
し
た
。 

「
枚
方
市
長
に
な
っ
た
ら
」
を

テ
ー
マ
に
、
班
毎
に
公
約
を
発

表
し
、
本
選
挙
で
使
用
し
て
い

る
記
載
台
と
投
票
箱
を
使
っ

て
、
模
擬
投
票
を
行
い
ま
し

た
。
最
多
得
票
数
が
２
班
同
点

に
な
っ
た
こ
と
で
、
く
じ
引
き

で
決
定
す
る
事
を
知
り
、
良
い

体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

投票所でのルールとマナーQ＆A 

子どもと一緒に選挙に 

行きたいのですが、 

注意点は？ 

若
年
層
啓
発 

出
前
授
業 

し
た
。 

児
童
か
ら
は
「
初
め
て
の
選

挙
を
体
験
し
て
、
勉
強
に
な
っ

た
し
、
18
歳
に
な
っ
た
ら
選

挙
に
行
こ
う
と
思
っ
た
」
な
ど

と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

本
物
の
投
票
用
紙
が
、
折
っ

て
投
函
し
て
も
、
投
票
箱
の
中

で
開
く
こ
と
を
学
び
、
児
童
た

ち
は
実
際
に
折
っ
て
み
た
り
、

引
っ
張
っ
て
み
た
り
し
て
い

ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
機
に
選
挙
に
興
味

を
持
ち
続
け
18
歳
を
迎
え
て

欲
し
い
と
願
い
ま
す
。 

津田南小学校 

模擬投票 

蹉跎小学校  

模擬投票  

18歳未満の子どもは同伴可能です。同伴する子どもは、選挙人から離

れて歩き回ったり、投票所内で投票内容を相談したりしないでくださ

い。また、投票用紙への記入、投票箱への投函もできません。 

Ｑ Ａ 

子どもの頃に親の投票について行ったことがある人は、ない人に

比べて投票参加率が高いという調査結果があります。 

 
Ｑ Ａ 

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
青

少
年
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
、
生
徒
会
等
の
校
内
選
挙
を

行
う
際
な
ど
に
、
実
際
の
選
挙

で
使
用
し
て
い
る
「
投
票
箱
」

や
「
記
載
台
」
の
選
挙
物
品
の

貸
出
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

ご
希
望
の
際
に
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▲ 記載台 

▲ 投票箱 

【
選
挙
物
品
の
貸
出
】 

【
蹉
跎
小
学
校
】 

 

【
津
田
南
小
学
校
】 

 

投票用紙を他の人に 

見せてもいいのかな？ 

投票所内で他の人に投票内容を見せる行為は公職選挙法に規定する

「投票干渉罪」にあたる可能性がありますので、投票内容を見せること

はできません。また、投票内容を聞かれても憲法で「投票の秘密」が保

障されていますので、見せる必要はありません。 
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今
年
は
２
年
の
任
期
が

終
わ
り
、
新
し
い
推
進
委
員

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

「
機
関
紙
白
ば
ら
48
号
」
は

よ
り
身
近
に
読
み
や
す
く

す
る
た
め
に
文
字
を
大
き

く
し
、
カ
ラ
ー
で
読
め
る
よ

う
に
新
し
く
二
次
元
コ
ー

ド
（
１
頁
参
照
）
を
設
け
て

幅
広
く
読
ま
れ
る
機
関
紙

作
り
を
目
指
し
、
編
集
委
員

協
力
の
も
と
無
事
発
行
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

今
後
と
も
当
協
議
会
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

の
意
見
が
出
ま
し
た
。 

最
後
に
投
票
立
ち
合
い
に

協
力
出
来
る
方
を
確
認
し
常

任
委
員
の
挨
拶
で
終
了
し
ま

し
た
。 

【
香
里
ブ
ロ
ッ
ク
】
6/23
開
催 

南
部
生
涯
学
習
市
民
セ
ン

タ
ー
に
て
、
10
時
よ
り
開
催

し
新
任
委
員
９
名
を
含
む
30

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

副
会
長
の
挨
拶
、
全
員
の
自

己
紹
介
に
続
い
て
長
年
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
大

西
前
幹
事
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

投
票
率
ア
ッ
プ
を
願
っ
て
の

活
動
の
思
い
出
と
、
お
得
意
の

ギ
タ
ー
で
の
演
奏
を
ご
披
露

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

推
進
委
員
会
の
手
引
き
解

校
区
推
進
委
員
会 

【
牧
野
ブ
ロ
ッ
ク
】
6/22
開
催 

牧
野
生
涯
学
習
市
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
午
後
２
時

よ
り
牧
野
ブ
ロ
ッ
ク
校
区
推

進
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
29
名
の
方
が
出
席
し
ま

し
た
。
会
長
の
挨
拶
の
後
、

校
区
推
進
委
員
会
の
手
引
き

を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
読
み
上

げ
、
共
に
学
び
ま
し
た
。
そ

の
後
、
活
発
な
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ィ
ッ
シ

ュ
配
布
の
手
配
の
方
法
や
効

果
に
つ
い
て
。
牧
野
ブ
ロ
ッ

ク
全
体
で
の
期
日
前
投
票
所

の
協
力
体
制
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
体
の
感
想
と
し
て
、

選
挙
は
民
主
主
義
に
お
い
て

と
て
も
重
要
な
役
目
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の

活
動
を
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
が
行
っ
て
い
る
事
を
、

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た

【
西
長
尾
校
区
】
6/30
開
催 

西
長
尾
小
学
校
で
、
午
前

10
時
、
推
進
委
員
12
名
が
出

席
し
開
催
し
ま
し
た
。 

副
会
長
挨
拶
の
後
、
出
席
者

全
員
の
自
己
紹
介
。 

 

続
い
て
校
区
推
進
委
員
会

の
手
引
き
を
常
任
・
推
進
委
員

が
分
け
て
読
み
あ
げ
、
組
織
の

仕
組
み
と
運
営
方
法
を
副
会

長
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
『
投
票
率
を
高
め
る
に
は
』

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行

い
、「
ス
マ
ホ
で
の
投
票
」
等
々

【 令和６年度 校区推進委員会 開催状況 】 

日 付 ブロック名(校区名) 
参加 

人数 

6月 16日(日) 樟葉(樟葉,樟葉南,樟葉西,樟葉北,船橋) 43 

6月 16日(日) 桜丘(桜丘,桜丘北) 19 

6月 22日(土) 春日(春日,香陽,川越,東香里) 30 

6月 22日(土) 牧野(牧野,殿二,西牧野) 29 

6月 22日(土) 招提校区・平野校区 14 

6月 22日(土) 明倫(明倫,中宮,山田,山田東) 34 

6月 23日(日) 香里(香里,五常,開成,山之上) 30 

6月 26日(水) 蹉跎(蹉跎, 蹉跎西, 蹉跎東) 20 

6月 29日(土) 田口山校区 13 

6月 30日(日) 菅原(菅原,菅原東,藤阪,長尾) 28 

6月 30日(日) 西長尾校区 12 

7月 7日(日) 高陵(高陵,中宮北,磯島,殿一,小倉) 40 

7月 13日(土) 枚二(枚二,枚方,伊加賀) 28 

7月 13日(土) 津田(津田,津田南,氷室) 19 

  

▲ 香里ブロック 

▲ 西長尾校区 

▲ 牧野ブロック 

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
自
治
会
・
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。 

説
後
の
意
見
交
換
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
や
動
機
付

け
メ
ー
ル
の
一
斉
配
信
等
の

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
即
し
た

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

編
集
後
記 


